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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2015 年 10 月 30 日に公表した 2016 年３月期（2015 年４月１日～2016 年３月 31 日）の連結業績予想

を下記の通り修正いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2016 年３月期通期連結業績予想の修正（2015 年４月１日～2016 年３月 31 日） 
 

 (金額の単位：百万円) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 1,370,000 49,000 52,000 28,000 150 円 93 銭

今回修正予想（Ｂ） ※ 1,420,000 53,000 53,000 未定 未定

増減額（Ｂ－Ａ） 50,000 4,000 1,000 ― 

増減率（％） 3.6 8.2 1.9 ― 

（ご参考）前期実績 
(2015 年３月期) 

1,305,502 32,393 41,091 5,204 28 円 08 銭

※2016年１月８日に愛知製鋼株式会社知多工場で発生した事故による工場稼働停止等の影響は織り込んでおり

ません。 

 

２． 業績予想修正の理由 

売上高につきましては、主に日本での高付加価値製品の販売拡大や北米における主要顧客向けの販売が好調

に推移していること、営業利益、経常利益につきましては、販売拡大に加え、北中南米、欧州・アフリカ地域

の収益構造改革効果などにより、上記の通り上方修正いたします。 

一方、当社は将来に向けた持続可能な成長を実現するため、2016年度末までを「足元固め」の期間と位置付

けており、欧州事業等における再編などの更なる収益性向上施策の検討を開始しました。当該費用につきまし

ては、今後の進捗に基づいた上で、2016年３月期に特別損失として計上する予定ですが、現時点で合理的な見

積もりが困難であるため、親会社株主に帰属する当期純利益及び１株当たり当期純利益を「未定」としており

ます。 

なお、当期の特別損失に計上する関連費用の合理的な見積もりにつきましては、今後上記の具体的施策の内

容が決定次第速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 

 


